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１ 計画策定の趣旨

本実施計画は、本市のまちづくりの指針である吹田市第 次総合計画の施策の体系に沿って、

今後５か年に予定している事業をとりまとめたものです。

２ 計画の期間及び策定方法

計画期間は、令和元年度（ 年度）から令和 年度（ 年度）までの５か年です。

実施計画は、社会経済情勢の変化や新たな課題に対応するため、毎年度見直しを行います。

３ 計画の構成

計画の構成としては、第 次総合計画で示す施策の大綱ごとに、建設事業関係（ハード事業）

及び制度等の施策関係（ソフト事業）に区分し掲載しています。

４ 掲載に伴う基本的事項

（ ） 市が実施主体となって行う市民生活に関連が深い事業を全て掲載しています。

なお、部落有財産管理事業については掲載していません。

（ ） 年度別事業費の年度（西暦）欄の （ ） … （ ）は、令和元年度（ 年度）

…令和 年度（ 年度）を略して記載したものです。

（ ） 令和 年度（ 年度）以降の事業費は、令和元年 月 日からの消費税率を ％

と見込み、参考値として示したもので確定したものではありません。

（ ） 施策別事業費として、施策ごとに第２部の事業計画の令和元年度（ 年度）の事業費

（建設事業関係と制度等の施策関係を合わせた事業費）を集計しています。また、部門別

建設事業費として、大綱ごとに第２部の事業計画の建設事業関係の 年間の事業費を集計

しています。

（ ） ５か年の収支見通しとして、令和元年度（ 年度）から令和 年度（ 年度）

の一般会計の推計を掲載しています。

（ ） 一般事務事業や人件費事業等は対象としていないため、令和元年度 年度 予算書の

計とは異なります。

（ ） 終了・廃止した事業などについても巻末に掲載しています。

 

安心安全の都市
ま ち

づ くり宣言

私たちのまちは、人々が互いに助け合い、思いやりながら共に生き、将来を担

う子どもたちが、すこやかに育つことのできる安心安全なまちでなければなりま

せん。

安心してくらすことのできる安全なまち、いつまでも誇りをもって住み続けた

いと思えるまちは市民みんなの願いです。

こうした想いをもとに、吹田市は、市民一人ひとりのつながりの輪を広げ、市

の将来像である“人が輝き、感動あふれる美しい都市
ま ち

すいた”を目指し、市民、

企業、行政が力を合わせて「安心安全の都市
ま ち

まちづくり」に取り組むことをここ

に宣言します。

平成 年 年 ３月 日

吹 田 市

 

 

｢安心安全の都市
ま ち

づくり宣言｣モニュメント

 

｢安心安全の都市
ま ち

づくり宣言｣シンボルマーク
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５ 財政収支見通し

本市では、市税収入はリーマン・ショック前の水準を上回るまでに回復しましたが、子育て支

援施策の充実や超高齢社会への対応などにより社会保障関係経費は増加を続けており、老朽化に

伴う公共施設の更新や再整備に係る経費も多額に及ぶものと見込まれます。また、昨年度に発生

したような地震や豪雨などの災害に対しても備えが必要です。

このような状況にあっても、社会環境や市民ニーズの変化に柔軟に対応し、福祉・健康・医療、

子育て・教育・文化などの諸課題に迅速かつ的確な措置を講じるとともに、都市機能や都市魅力

の向上にも努めなければなりません。

実施計画の策定に当たっては、限られた人的資源や財源を有効活用できるよう経営的視点から

知恵と工夫を凝らし、既存の事業についてあらゆる観点から効果検証を行った上で、重点的に取

り組むべき施策・事業への集中を図るとともに、中長期的な視点をもって財政負担の平準化に努

め、第４次総合計画の着実な実現に向けた取り組みを進めてまいります。

６ 計画事業費

Ⅰの施策別事業費では第２部の事業計画の令和元年度 年度 事業費を掲載し、そのうち、

建設事業関係の事業費をⅡの部門別建設事業費で掲載しています。

Ⅰ．施策別事業費

第２部の事業計画の建設事業関係と制度等の施策関係を合わせて、施策ごとの令和元年度

（ 年度）事業費を掲載しています。なお、「その他」は、各施策に該当しない事業を集

約したものです。

大綱 政策 施策
令和元年度

事業費

1. 非核平和への貢献

2. 人権の保障

3. 男女共同参画の推進

1. 情報共有の推進

2. 市民参画・協働の推進

3. コミュニティ活動への支援

2. 防災・防犯 1. 災害に強く安心して暮らせるまちづくり 1. 危機管理体制の充実

1. 平和と人権を尊重するまちづくり

1. 人権・市民自治

2. 市民自治によるまちづくり

小計

（単位：千円）
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2. 防災力・減災力の向上

3. 消防・救急救命体制の充実

1. 防犯力の向上

2. 消費者意識の向上

1. 生きがいづくりと社会参加の促進

2. 暮らしを支える支援体制の充実

3. 介護保険制度の安定的運営

1. 生活支援など暮らしの基盤づくり

2. 社会参加の促進

1. 地域福祉の推進

2. 生活困窮者への支援と社会保障制度の適正な運営

1. 健康づくりの推進

2. 健都を生かした健康づくりと医療イノベーションの促進

3. 地域医療体制の充実

1. 就学前の教育・保育の充実

2. 地域の子育て支援の充実

3. 配慮が必要な子供・家庭への支援

1. 学校教育の充実

2. 学校教育環境の整備

1. 青少年の健全育成

2. 放課後の居場所の充実

1. 生涯学習活動の支援

2. 生涯学習環境の整備

1. 低炭素社会への転換の推進

2. 資源を大切にする社会システムの形成

3. 安全で健康な生活環境の保全と自然共生の推進

1. 土地利用誘導と良好な景観形成

2. 良好な住環境の形成

3. みどりの保全と創出

1. 道路などの整備

2. 水道の整備

3. 下水道の整備

4. 交通環境の整備

2. 防災・防犯

1. 災害に強く安心して暮らせるまちづくり

2. 安全・快適な都市を支える基盤づくり

1. みどり豊かで安全・快適な都市空間づくり

1. 環境先進都市のまちづくり

4. 生涯にわたり学べるまちづくり

3. 青少年がすこやかに育つまちづくり

6. 都市形成

3. 地域での暮らしを支えるまちづくり

2. 学校教育の充実したまちづくり

1. 子育てしやすいまちづくり

2. 犯罪を許さないまちづくり

小計

4. 健康・医療のまちづくり

2. 障がい者の暮らしを支えるまちづくり

1. 高齢者の暮らしを支えるまちづくり

5. 環境

4. 子育て・学び

3. 福祉・健康

小計

小計

小計

小計

（単位：千円）

 

５ 財政収支見通し

本市では、市税収入はリーマン・ショック前の水準を上回るまでに回復しましたが、子育て支

援施策の充実や超高齢社会への対応などにより社会保障関係経費は増加を続けており、老朽化に

伴う公共施設の更新や再整備に係る経費も多額に及ぶものと見込まれます。また、昨年度に発生

したような地震や豪雨などの災害に対しても備えが必要です。

このような状況にあっても、社会環境や市民ニーズの変化に柔軟に対応し、福祉・健康・医療、

子育て・教育・文化などの諸課題に迅速かつ的確な措置を講じるとともに、都市機能や都市魅力

の向上にも努めなければなりません。

実施計画の策定に当たっては、限られた人的資源や財源を有効活用できるよう経営的視点から

知恵と工夫を凝らし、既存の事業についてあらゆる観点から効果検証を行った上で、重点的に取

り組むべき施策・事業への集中を図るとともに、中長期的な視点をもって財政負担の平準化に努

め、第４次総合計画の着実な実現に向けた取り組みを進めてまいります。

６ 計画事業費

Ⅰの施策別事業費では第２部の事業計画の令和元年度 年度 事業費を掲載し、そのうち、

建設事業関係の事業費をⅡの部門別建設事業費で掲載しています。

Ⅰ．施策別事業費

第２部の事業計画の建設事業関係と制度等の施策関係を合わせて、施策ごとの令和元年度

（ 年度）事業費を掲載しています。なお、「その他」は、各施策に該当しない事業を集

約したものです。

大綱 政策 施策
令和元年度

事業費

1. 非核平和への貢献

2. 人権の保障

3. 男女共同参画の推進

1. 情報共有の推進

2. 市民参画・協働の推進

3. コミュニティ活動への支援

2. 防災・防犯 1. 災害に強く安心して暮らせるまちづくり 1. 危機管理体制の充実

1. 平和と人権を尊重するまちづくり

1. 人権・市民自治

2. 市民自治によるまちづくり

小計

（単位：千円）
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1. 産業振興と創業支援

2. 就労と働きやすい環境づくりへの支援

1. 文化の振興

2. 文化財の保存と活用

3. 地域におけるスポーツの振興

1. 魅力の向上と発信

2. 本市独自の強みを生かしたまちづくり

1. 効果的・効率的な行財政運営の推進

2. 公共施設の最適化

3. 人材育成の推進

4. ＩＣＴの利活用

3. 市民が愛着を持てるまちづくり

2. 文化・スポーツに親しめるまちづくり

1. 地域経済の活性化を図るまちづくり

7. 都市魅力

合計

9. その他

8. 行政経営

小計

1. 行政資源の効果的活用

小計

Ⅱ．部門別建設事業費

部門別建設事業費として、第２部の事業計画の建設事業関係を大綱ごとに集計したもので、

「国・府支出金」及び「地方債」などは、原則として現行制度によって算出しています。

国・府支出金 地方債 その他財源 一般財源

1. 人権・市民自治

2. 防災・防犯

3. 福祉・健康

4. 子育て・学び

5. 環境

6. 都市形成

7. 都市魅力

8. 行政経営

9. その他

合計

財源内訳

大綱
事業費

令和元年～５年度
（2019～2023年度）

（注）一般事務事業に係る普通建設事業費及び受託工事費に係る人件費は除く。

（単位：千円）

（単位：千円）
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Ⅲ． か年の収支見通し（一般会計）

令和元年度

（2019年度）

令和２年度

（2020年度）

令和３年度

（2021年度）

令和４年度

（2022年度）

令和５年度

（2023年度）

経 常 経 費 充 当 分

建設事業費充当 分（①）

臨 時 財 政 対 策 債

財 政 調 整 基 金 繰 入 額

▲ 1,098 ▲ 869

義 務 的 経 費

建 設 事 業 費 （ ② ）

そ の 他 経 費

単 年 度 収 支

建 設 事 業 費 充 当 一 般 財 源 額

（ ② ） － （ ① ）

財 政 調 整 基 金 年 度 末 現 在 高

歳 出 合 計 （ Ｂ ）

収 支 差 引 （ Ａ ） － （ Ｂ ）

財源

措置

実 質 収 支

区 分

市 税

地 方 譲 与 税 等

そ の 他

の 収 入

歳 入 合 計 （ Ａ ）

（単位：百万円）

 

1. 産業振興と創業支援

2. 就労と働きやすい環境づくりへの支援

1. 文化の振興

2. 文化財の保存と活用

3. 地域におけるスポーツの振興

1. 魅力の向上と発信

2. 本市独自の強みを生かしたまちづくり

1. 効果的・効率的な行財政運営の推進

2. 公共施設の最適化

3. 人材育成の推進

4. ＩＣＴの利活用

3. 市民が愛着を持てるまちづくり

2. 文化・スポーツに親しめるまちづくり

1. 地域経済の活性化を図るまちづくり

7. 都市魅力

合計

9. その他

8. 行政経営

小計

1. 行政資源の効果的活用

小計

Ⅱ．部門別建設事業費

部門別建設事業費として、第２部の事業計画の建設事業関係を大綱ごとに集計したもので、

「国・府支出金」及び「地方債」などは、原則として現行制度によって算出しています。

国・府支出金 地方債 その他財源 一般財源

1. 人権・市民自治

2. 防災・防犯

3. 福祉・健康

4. 子育て・学び

5. 環境

6. 都市形成

7. 都市魅力

8. 行政経営

9. その他

合計

財源内訳

大綱
事業費

令和元年～５年度
（2019～2023年度）

（注）一般事務事業に係る普通建設事業費及び受託工事費に係る人件費は除く。

（単位：千円）

（単位：千円）
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